
 

 

 

 

       
                           

 

 
 

※ 暑い日が毎日続いています。お子さんの水筒（水、お茶、スポーツ飲料）、ネッククー

ラー（自宅で冷却持参の場合）、服装、食事ほか、健康管理全般にわたり、子供たちが

暑さを乗り切ることに向けてのご家庭でのご配慮ありがとうございます。 

カラスから見える 周りとの関わり方 

 先日、家の花の苗を植えたり、周りの掃除をしたりしていると、時折低空飛行で迫ってくるカラスが

一羽。これまでにも頭近くまで飛んできては威嚇されることもありましたが、このカラスたちは、日頃

からゴミステーションへえさを求めて狙ってくるので、その隣に住む私は、荒らされないように毎度、

彼らとの闘いを重ねてきています。 
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通いがい、通わせがいある学校、今日もおもしろかったなぁ 

～ 学校教育目標 ～ 

○ よく考え、意欲的に学ぶ子 

○ 命を大切にし、たくましくやりぬく子 

○ 豊かな心を持ち、協力し合う子 

○ 勤労の大切さを知り、すすんで働く子 

カラスたちの自分への牽制や攻撃は、実は近くで「営巣」していることが原因で、特に雛がかえって、親鳥がちょっと神経

質になってしまっている様子もあるのです。時期としてはもうその終盤に入ってきており、いずれ「巣立って」いき、「から

巣」になってしまうのですが、本校の中庭や100ランド北側の樹木のはるか高いところにも、この1ヶ月ほどの間に営巣の

動きがあり、駆除等の対応要請をしてきた経過があります。ただカラスは「鳥獣保護管理法」で保護されており、許可なく捕

獲や巣の撤去はできないこともあるようで、なんともこの状況下のこの時期の注意警戒体制は悩ましい限りです。 

そんな折、先週末に校区の帯広中央病院の西側の樹木にカラスの「営巣」があり、雛が巣から落下して、カラスたちは周辺

通行者に攻撃を加えてきているという情報が入りました。子供には西南大通り東側の歩道は通らないよう指導はしております

が、なんとも気に掛かります。いつもは気にならなかったカラスも、そんな折には、気が付くと電柱に止まっている数がにわ

か増加しているように見えてきて、一斉に飛び立ち、鋭い鳴き声が共鳴するところを見せつけられた時には、ちょっと気持ち

がひるんでしまいます。中央病院のところではそこまでの集団カラスにはならなかったものの、夕方や明け方など、みんな家

族とは思えませんが、少なくとも何らかの合図で集まった仲間の中に、何某かの防衛本能が働いているのでしょうか、仲間を

守るための意識が働いているのかもしれませんが、みんなが集まって来ている様子は、穏やかな感じはしません。 

 

 さて、子供たちの周りをよく見てみるとどうでしょう。本当は困っている、悩んでいる、助けを求めている、悲しんでいる

そんな友達がそばにいるのかもしれません、気付かない、気付こうとしないというのがあったら、それは残念なのですが、気

付いてもしらんふりではなく、気に掛け声かけることは人と人とのかかわりの中では、自然なことです。カラスの仲間とのか

かわりは、人間の人と人とのかかわり、助け合いの大切さにもつながるものなのかもしれません。希薄にならない、周囲を気

にかけて学び成長する、人と人とのかかわりで学べる学校ならではの教育を大切にしていきたいものです。ゴミステーション

を狙ってくるカラスには、あまり目くじらを立ててはいけないものなのか、と振り返ったりもするものですが。 

暑い中での熱い学び １学期末参観日 どうぞお越し下さい 
７月１日（火） 13:15～ 4，5，6年生（6年修学旅行説明会あり）  2日（水）13:20～ 1，2，3年生 

7月４日（金） 13:20～ こもれび、のぞみ学級 

・ 今年度2回目の参観日です。学期末を迎え、学習のまとめや張り切って集中して学

ぶお子さんの様子をぜひご覧にいらしてください。 

・ 新しい担任になり、クラスは変わらずとも、新しい関係の中で、大きな成長を見せ

てくれています。どうぞお子さんの頑張りを、学級の頑張りを感じて下さい。 

・ 今年度より、全学級の教室にエアコンが配備され、お陰様で快適な学びの環境になって

います。暑さで体調不良となる子も激減しており、市教委はじめ関係各位の取組に感

謝申し上げます。授業参観時は、ぜひ教室に入って、その涼しさを体感して下さい。 

・ ４月のＰＴＡ総会での職員30秒自己PRには、「先生のことわかっておもしろい」

等の声が多数寄せられました。引き続き担任の人間味ある授業と懇談を感じ、「来て

良かった」「任せて安心」と感じられるような、帯広小学校の学びの様子をご覧いた

だきます。どうぞお楽しみにいらして下さい。 

中庭にミストシャワーを校務員の渡辺
さんがつけてくれました。（写真下） 

暑い外での活動を涼しくしてくれます。 

お子さんのことで相談したいことはあ

りませんか。担任のほか、学校には様々
な相談窓口があります。参観日の際など
教頭ほか、お気軽にお声掛け下さい。 



 

 

 

 

令和７年度 ７月～８月の主な行事予定 
1日 

2日 

3日 

4日 

7日 

 

8日 

9日 

10日 

11日 

14日 

 

15日 

18日 

19日 

20日 

 

21日 

22日 

(火) 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

 

（火） 

(水) 

（木） 

（金） 

（月） 

 

（火） 

（金） 

（土） 

（日） 

 

（月） 

（火）  

授業参観4～6年 6年修学旅行説明会  

授業参観1～3年 児童会各委員会③ 

水泳学習③（全校 啓西小プール） 

授業参観 こもれび・のぞみ すきっぷ  

校内授業研（道教委、市教委指導主事来校） 

読み聞かせ5，6年 

すきっぷ  ALT来校 

クラブ②③（１～3年生 4時間授業） 

給食費現金納入日  

たてわり活動② 

ALT来校 卒業アルバム表紙用集合写真撮影 

読み聞かせ のぞみ・1年 

129回目の開校記念日（お休み） 

すきっぷ 開校130周年記念事業準備委員会 

参議院議員選挙（音楽室 会場準備）  

参議院議員選挙（音楽室 投票日） 

海の日（祝日） 

振替休日 

すきっぷ  ALT来校  

23日 

25日 

28日 

30日 

 

8月 

4日 

7日 

8日 

12日 

27日 

 

28日 

 

29日 

（水） 

（金） 

（月） 

（水） 

 

 

（月） 

（木） 

（金） 

（火） 

（水） 

 

（木） 

 

（金） 

 

1学期終業式 夏休み7/24～8/26 34日間 

夏休みプール行きバス運行①9：30 

給食費口座引き落し納入日 

夏休みプール行きバス運行②12：30 

 

 

夏休みプール行きバス運行③9：30 

夏休みプール行きバス運行④12：30 

学校閉庁日 

学校閉庁日  ～15日（金）迄 

2学期始業式  

給食費口座引き落し納入日 

劇団四季鑑賞事業（6年）午後 

市民文化ホール 

すきっぷ 

第74回 
未来の科学の夢 
絵画展奨励賞（発明協会） 
６年  北川 理彩さん 

想像する未来に 
夢広がります  
 

毎週火木曜日の「みんな帯小見守り隊」。７・８月は、１、３、８、10、17、22

日、8月28日の７日間です。７月８日からは5年生の保護者のみなさんの出番が始
まります。セブンイレブン前交差点でお待ちしています。６年生の保護者のみなさん、
ご都合をつけての見守り、ありがとうございました。 

見守りレギュラーサポーターは引き続き絶賛募集中！ 

 さて、そんな折、全国体力運動

能力調査が、今年も小学５年、中

学２年を対象に全国でこの時期

行われています。 

帯広市ではこの学年に加え、

市内の児童生徒の体力や運動能

力の実態を把握し、これまでの

取組の検証と今後の施策に生か

していくため、市内全校全学年

で実施しています。 

 本校でも現在実施中ですが、

握力、上体起こし、長座体前屈、

反復横跳び、２０ｍシャトルラ

ン、５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフ

トボール投げの８種目の計測の

前段に、エリアの中学校である

翔陽中学校から保健体育の高橋 

康司先生を講師に、子供たちの

基礎体力向上や結果の向上にも

つながるトレーニングを行って

いただきました。面白くて楽し

い体力作りに、子供たちは夢中

になって取り組みました。継続

的な取組で、結果の向上も期待

されます。 

カワイグレード認定証 
ピアノ１３級 

６年  久積 海菜さん 
４歳から習うピアニスト 

自らデザインしたお茶商品の 
パッケージとともに 

体を動かす楽しさ 基礎体力トレーニング 

令和7年6月12日 十勝毎日新聞掲載写真から 

今年も、「好きになる、やりたくなる体育」をテーマに、体育専科の長谷川教諭を中心に授業時間

の充実から、休み時間等、子供たちは体を動かすことを楽しんでいる様子が見られています。毎日

暑い中ですが、汗をふきふき、水をのみのみ、わいわいと楽しく躍動している子供たちの姿は、な

んとも微笑ましい光景です。人生100年時代と言われる中、子どもの頃の生活習慣や運動習慣は

一生もの。体力向上に向けた取組は大事にしたいところです。（左欄へ続く） 


